
AI（Artificial Intelligence：人工知能）に期待
されているのは、人の行う知的活動を支援・代替
することです。AIによる支援が期待できる人の知
的活動を分類すると、「状況認識」「将来予測」「意思
決定」「新規創造」となります。

人にとって容易で機械にとって困難だった自然言
語処理や画像認識がAIによって実現できるように
なったことから、AIはまず、チャットボットや画像認識
などを使った「状況認識」の分野で多く活用されてき
ました。

続いて、需要予測や今後の動向の把握など「将来
予測」の分野でもAIが利用され、さらにアルゴリズム
の発展により、人にとっても機械にとっても困難な仕
事と認識されていた組み合わせ探索などが、ある程
度の時間内に解けるようになったため「意思決定」分
野での活用も進んでいます。ただし、「新規創造」に関
しては、今のところまだまだ人にはるか及ばない状
況です。

人と違って疲れを知らないAIは、大量データの処
理や、人にはとうてい探索できない大量の組み合わ

【最新事例多数】

進化するAI。
人が担うべき役割、
今後の課題は？
AI（人工知能）を活用するためには、AIが具体的に何に役立つのか、活用に際

してどのような課題があるのかを理解する必要があります。AIの活用は、「人

には容易だが機械には困難だった」仕事を担うところから普及しました。人間

の作業を代替し効率化するためです。技術の進化に伴って企業におけるAIの

活用分野は日々拡大しており、今では人間が苦手とする分野にまで至り、ビジ

ネスの高度化・高速化に貢献しています。ここでは、AIのビジネス利用の広が

りについて、その分類をさまざまな実例で紹介するとともに、AIを業務ワーク

フローに取り込むに際して認識しておくべき課題について見ていきます。

今や「意思決定」分野まで役割を拡大してきたAI

※本記事は、2020年12月31日に掲載
されたビジネス+ITからの転載です。



せの中からより良い解を見つけたりといったことに
長けています。AIのこうした能力を活用することによ
り、私たちはビジネスの高度化や高速化が実現でき

るというわけです。それでは、実際にビジネスの現場
でどのように活用されているのかを次章で見ていき
ましょう。

　IBMの研究開発部門で、6大陸に12の研究
所を持つIBM基礎研究所では、数多くのAI研究を
行っています。この章では前述した「状況認識」「将
来予測」「意思決定」「新規創造」の4つの知的活動
分野におけるAIの代表事例を紹介します。

4分野の中では今のところ最も普及している「状
況認識」のAIでは、ロジックの高度化により、人に近
づき、人を超えるような結果も出始めています。状
況認識の1つである画像異常検知は、画像処理によ
り画像や動画から情報を抽出したり、変化や異常を
検知したりする技術です。

たとえば、自動販売機を定点観測で撮影してAI

に商品を識別させると、そこで起きている変化（他
社が拡販しようとしている商品など）がわかり、これ
を自社のマーケティング活動に生かせます。また、
機械の動きを動画撮影し、その動きが正常か異常
かをAIが判別できます。これにより、製造ラインや
作業員のルーティンを見直すといったアクションを
とることが可能になります。
「将来予測」分野は、機械学習により過去を学習し

て将来を予測するという、AIの真骨頂を発揮できる
分野です。最近では、複数のデータソースやアルゴリ
ズムを組み合わせることにより、さらに予測精度を高
める研究が進んでいます。

最新事例：すでにAIが活躍中の「状況認識」「将来予測」分野

AI画像認識による異常検知事例

AIが支援・代替する人間の役割



「意思決定」はAI利用の新たな広がりといえる分
野で、人間の意思決定を支援し、推奨値を出し、こ
れを業務ワークフロープロセスに組みこむという
使い方を指します。

たとえば、エアラインサービスにおいて個人別価
格を提示する事例では、強化学習を用い、顧客や他
社の状況など状況変化に追従した最適な推奨値を
自動的に算出することで、意思決定を支援していま

最新事例：AIの可能性が期待される「意思決定」「新規創造」分野

その例として、市場予兆分析があります。これは、
株式市場や債券市場の暴落の予兆をとらえるといっ
たものです。下記で紹介する例では、複数の独自ア
ルゴリズムを組み合わせ、それらの意見を統合する
形で市場の暴落予兆を捉えます。

具体的には、分析の対象として過去20年分の
データを用いてIBM東京基礎研究所が考案した、

従来よりも生物の神経回路に近い学習則を備えた
人工ニューラルネットワーク「動的ボルツマンマシン

（DyBM）」、時系列回帰分析、変化点検出といった
さまざまな子モデルによって分析を行い、さらにそれ
らを統合した統合モデルを実現しています。

また、単に予測値だけではなく、その予測の分布が
出るため、さまざまな示唆を得ることが可能です。

複数のモデルを統合することでより精度の高い予兆も可能に

強化学習を用い、顧客や他社の状況の変化に追従して最適な推奨値を自動的に算出



す。これにより、収益率を向上するとともに、プロセ
ス自動化で動的な価格変更が可能になります。

一方、「新規創造」の分野は、前にも触れた通り、AI
にはまだまだ困難な分野です。それでも人間の知的
活動を後押しすることは可能です。人の考えたイノ
ベーションをAIで実現するという例として、事故予測
モデルがあります。

これは自動車事故を未然に防ぐことを目的とした
もので、車載端末に事故予測モデルを搭載し、異常
を検知・検出すると即時にドライバーに対して警告

を発します。具体的には、複数のセンサー間の関係
をもとにした異常運転の検出や、時系列予測モデル
により異常運転と正常運転を区別、それに基づいて
異常運転の度合いを判断するといった複数の予測モ
デルを用い、それらを統合的に判断することで高精
度な事故予測を行います。

従来技術に比べてコンパクト・軽量で高速なエン
ジンで、車載端末のようなリソースの少ない機器で
も稼働できるのが大きな特長です。

•
•
•

•

•

複数の予測モデルを用い運転動作を総合的に考慮することで高精度な予測が可能に

ここまでビジネスシーンにおけるAIの活用事例を
紹介してきましたが、AIを業務に活用するのに現状
で課題がまったくないというわけではありません。

状況認識の分野におけるAIの活用では、AIがな
ぜそのような状況認識に至ったのか、人が理解で
きる必要があります。すなわち、判断根拠がどこ
にあるのかを説明できるAIが求められています。
そのため、たとえばLIME（Local Interpretable 
Model-agnostic Explanations）といった技 術
が開発されてきています。

将来予測の分野におけるAIの活用では、状況に
応じて人間が追加の判断をできることが必要で
す。現在使われているAIの多くは過去データの学
習に基づき予測をするため、未知の状況での判断
には精度が伴わない可能性があるからです。

人間による補正を可能にするため、予測のうちど
こまでの要素にAIが含まれ、どこまでの要素にAI
が含まれていないかを明確にする、すなわちAIの

ロジックをホワイトボックス化する必要があります。
これがないと人間はAIの判断をうのみにするか、
信頼できないAIを使うことになってしまいます。

また、大外ししないAIの実現も重要です。AIは
平均誤差を抑えた予測をすることが特長である一
方、人間は特別な状況を認識し学習することが得
意であるため、AIと人間の判断にはしばしば乖離が
発生します。この乖離により、AIの予測は信頼でき
ないと考えてしまうかもしれません。

大外ししないAIを実現するためには、AIにとって
は頻度が少ないため学習が難しい“人間の常識”を
丁寧にモデル化して取り込むことです。たとえば、
新製品立ち上げ時の初動、曜日や祝日、季節性や
イベントといったカレンダーに基づく傾向などがこ
れにあたります。

意思決定の分野におけるAIの活用では、推奨値
に対する意志入れのしやすさが重要となります。高
度に最適化された計画は一部を修正すると全体に

ビジネス活用におけるAIの課題とは？
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変更を加えなければならなくなり、一から計画を立
てるのと変わらない手間が発生してしまい、人間の
部分的な意志入れが難しくなります。

そのため、人の編集した部分を固定して、他の部
分をお任せで再計算可能にする機能を実現したり、
相反するビジネス評価項目の重み付けを変えたバ
リエーションをあらかじめ算出しておき、人に選択
肢を提供するといった方法も有効です。

意思決定におけるAI活用の次のステップとして
期待されているのは、AIを活用した業務フローの
完全自動化です。これを実現するためには、AIが変
化に追従できる必要があります。機械学習のように
過去にならうアプローチでは、コロナ禍のような不
連続の状況に対応するには限界があります。

ここで求められるのは、新しい状況に追従しやす
いAI、新しいモデルが出現すればそれを容易に取
り込めるAIです。そのために、「何が起これば何が
発生するのか」といった人の思考のメカニズムに基

づいたビジネスモデリングを進めることが必要で
す。そこではどんな意思決定がふさわしいかをモ
デル化し、数式として定式化することで、より頑健
なモデルができあがります。

さらに完全自動化に向けては、安全性のために、
さまざまなイレギュラーな状況に対して、安全な方
に制御していくロジックをルールに取り込み実装す
るといった仕組みも必要になります。

今後、企業の業務ワークフローの中でAIを活用し
ていくなら、カギとなるのは「人間との協調」です。そ
の意味で精度そのものより説明性や調整のしやすさ
に着目すべきです。さらに、AIを活用し業務ワークフ
ローの自動化を実現するためには、業務と意思決定
のメカニズムをモデル化し、イレギュラーな状況が
発生しても信頼できるアウトプットを出し得る、自動
実行可能な頑健性の高いAIの実装をめざす必要が
あります。

https://ibm.biz/JPWatson
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